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交通事故相談日

4月27日(火〉
市役所市民相談室

10時"".15時
なるべく事故に関係の

書類をご持参下さい
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明
る
い
窓
口

待
望
の
竹
松
出
張
所

生
涯
教
育
に
ど
う
ぞ

地
域
住
民
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
や

教
養
の
向
上
を
願
ウ
て
、
こ
の
ほ

ど
竹
松
出
張
所
が
完
成
し
ま
し
た

こ
れ
ま
で
の
出
彊
所
は
戦
前
に

解
体
さ
れ
た
古
材
を
使
用
さ
れ
て

い
た
も
の
で
、
建
物
面
積
も
百
三

十
七
d
、
事
務
室
‘
管
理
人
室
の

三
室
し
か
な
く
、
非
常
に
狭
く
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
が
満
足
に
出
来
な

い
状
態
で
あ
り
ま
し
た
。

永
年
、
地
区
住
民
か
ら
会
議
室

の
増
室
や
和
室
な
ど
を
併
せ
た
出

張
所
の
建
設
が
強
く
要
望
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

完成した竹松出張所

乙
の
程
完

成
し
た
出
張

所
は
総
工
費

約
一
億
円
で

鉄
筋
コ
ン
ク

り
l
ト
二
階

建
て
、
延
べ

七
百
九
十
六

d
の
完
全
冷

暖
房
シ
ス
テ

ム
で
、
一
階

に
は
、
事
務

室
、
図
書
室

児
童
室
、
和

室
、
調
理
講

習
室
、
管
理

人
室
な
ど
が

'
あ
り
、
二
階
に
は
百
四
十
人
収
容

の
大
会
議
室
、
四
十
人
収
容
の
中

会
議
室
、
ホ
ー
ル
、
和
室
、
倉
庫

な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

更
に
将
来
の
人
口
増
を
考
慮
し

て
基
礎
工
事
は
三
階
建
て
の
耐
久

性
を
持
つ
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
ま

す。
ま
た
玄
関
に
は
身
障
者
が
車
イ

ス
で
自
由
に
乗
入
れ
出
来
る
よ
う

滑
ら
か
な
ス
ロ
ー
プ
が
工
夫
さ
れ

て
お
り
、
駐
車
場
も
百
台
の
乗
用

者
が
収
容
で
き
る
よ
う
広
く
確
保

さ
れ
て
い
ま
す
。。

い 〕

商業統計調査

-、、

、ー を力

願〔お

協

こ
れ
で
今
ま
で
出
張
所
で
行
っ

て
い
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
明
る
い

窓
口
で
‘
親
し
み
ゃ
す
い
出
張
所

と
し
て
、
ま
た
地
区
住
民
の
生
涯

教
育
の
場
と
し
て
各
種
の
学
級
や

講
座
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

ま
た
お
互
い
の
親
ぼ
く
と
交
流

の
た
め
、
会
合
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
の
場
と
し
て
、
幼
児
か
ら
老

人
に
い
た
る
ま
で
、
明
る
い
ま
ち

づ
く
り
、
人
づ
く
り
が
乙
の
施

設
を
利
用
し
て
大
い
に
推
進
さ
れ

る
と
と
で
し
ょ
う
。

く〉

。
商
業
統
計
調
査
は
、
統
計
法
に

基
づ
く
指
定
統
計
調
査
(
指
定
統

計
第
二
十
一
二
号
)

C

し
て
、
昭
和

二
十
七
年
以
来
二
年
ご
と
に
通
商

産
業
省
が
行
っ
て
い
る
統
計
調
査

で
あ
っ
て
今
回
は
第
十
三
回
目
の

調
査
に
当
た
り
.
五
月
一
日
現
在

で
調
査
し
ま
す
。

こ
の
統
計
調
査
は
、
全
国
の
卸

売
業
、
小
売
業
及
び
飲
食
庖
に
属

す
る
す
べ
て
の
商
庖
を
も
れ
な
く

調
査
す
る
い
わ
ば

「
商
居
の
国
勢

調
査」

と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ

り

そ
の
販
売
活
動
の
実
態
や
、

全
国
的
な
商
品
の
流
れ
な
ど
を
明
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と
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目
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玄
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用
事
れ
ゑ
と
L
U
一起
に
、
期
底

い

ま

す

。

に

わ

守

山

町
で
将
去
の
隻
主
力
針
慨
が
ん

支
持急
伊
瓦
ぞ
の
蚕
宕
喜
一供
ポ
ホ

流
通
機
構
の
合
理
化
と
九

む
一じ
り
重
要
な
役
割
剖
もつ

や
れ
を

商
業
の
近
代
化
の
た
め
ま
す
。五
月
に
は
あ
な
た
の
事
務
所
計

近
年
、
急
速
な
立
地
、
地
域
環

山
ぷ

お
屈
な
ど
に
調
査
員
が
お
伺
約
じ

壌
の
変
化
、
需
要
の
多
様
化
な
ど
ハ
恥

志
ず
の
で
去
の
節
ば

ιむ
調
書
@ー

商
居
経
営
を
め
ぐ
る
環
境
変
粧
ま
一=

j
J
4
趣
旨
を
よ
l

佐
官
理
解
い
だ
だ
容
刊しぜ

ま
こ
と
に
激
し
い
も
の
が
あ
与
、
P

寸‘
1

よ
ろ
し
ぐ
ζ
協
方
い
た
だ
き
ま
す
一

こ
の
よ
う
な
変
化
に
即
応
し
-一で、

f
J

子
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P
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A

づ
お
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い
い
た
・

す

流
通
機
構
の
合
理
化
喜
一
ゆ
近

J
L
ト
・
1
ト・

i
:
1
1
4

代
化
を
図
る
こ
と
が
き
め
診
て
重

，
…

要
な
政
策
課
題
と
な

っ
「
い
記
号

、

一汀

乙
の
商
業
統
計
調
査
は
我
が
国
の
一一
一
~

商
業
の
販
売
活
動
の
実
態
や
高
ロ回
二一
一
~一

流
通
の
現
状
を
で
き
る
だ
け
正
確
ソ
一
ょ

に
は
握
し
、
国
や
都
道
府
県
‘
市
J

一

区
町
村
が
い
ろ
い
ろ
な
計
画
を
作
-

5 月 1日iま

成
し
た
り
、
ま
た
は
各
種
の
施
策

を
講
ず
る
た
め
の
基
際
資
料
と
し

商業統計調査の日です
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小・中学校入学遺児に

'k.d. 
il¥1口支金祝

中

を

は 4月謹
一
閉申

市
は
、
遺
児
の
健
全
な
育
成
と

福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
小
学

校
、
中
学
校
に
入
学
す
る
児
童
に

りむおお市政だより(3) 

対
し
、
入
学
祝
金
三
千
円
を
支
給

し
ま
す
。

次
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
児

童
の
保
護
者
は
、
福
記
事
務
所
で

申
請
し
て
下
さ
い
。

対
象
と
な
る
児
童

て
父
母
の
婚
姻
解
消
に
よ
り
父

ま
た
は
母
に
養
育
さ
れ
て
い
る

児
童

二
、
生
計
を
維
持
す
る
父
、
ま
た

は
母
と
死
別
し
た
児
童

三
、
父
、
ま
た
は
母
の
所
在
、
生

死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

四
、
父
、
ま
た
は
母
が
児
童
扶
養

手
当
法
に
定
め
る
程
度
の
廃
疾

の
状
態
に
あ
る
児
童

五
父
、
ま
た
は
母
に
遺
棄
さ
れ

て
い
る
児
童

六
・
父
、
ま
た
は
母
が
長
期
に
わ

た
り
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

七
、
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐

胎
し
た
児
童
。

支
給
要
件

四
月
一

日
現
在
市
内
に
住
所
を

有
す
る
遺
児
で、

小
学
校
、
中
学

校
に
入
学
す
る
児
童

申
請
書
の
提
出
期
限

四
月
三
十
日

申
請
書
用
紙
は
福
祉
事
務
所
に

あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
福
祉
事
務
所

へ
。

受

給

資

格

者

証

七
十
歳
以
上
の
老
人
、
身
体
障

害
者
、
母
子
、
寡
婦
な
ど
が
使
用

し
て
い
る
福
祉
医
療
費
受
給
資
格

者
証
の
有
効
期
限
が
、
六
月
三
十

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

次
の
と
お
り
更
新
を
行
い
ま
す
。

該
当
者
は
漏
れ
の
な
い
よ
う
早

め
に
福
祉
事
務
所
に
申
請
し
て
下

さ
い
。申
請
さ
れ
る
時
は
次
の
も
の
を

持
参
し
て
下
さ
い
。

O
老
人
医
療
該
当
者
は
印
鑑
、
保

険
証

O
身
体
障
害
者
医
療
該
当
者
は
身

体
障
害
者
手
帳
、
印
鑑

保
険

証
、
資
格
者
証

O
母
子
・
寡
婦
医
療
該
当
者
は
保

険
証
、
印
鑑
、
資
格
者
証

更

新

は

早

め

い
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

仇

開

館

5
周

年

記

念

演

芸

会

ん

U

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
さ
く
お
誘
い
合
せ
の
う
え
ど
来
館

一
ら
荘
)

で

は

、

五

月

一

日

に

開

下

さ

い

。

~

館
五
周
年
記
念
行
事
と
し
て
老

ム
所
長
講
話
午
後
一

時

t
川

い

人

演

芸

会

を

開

催

し

ま

す

。

一

時

三

十

分

一

~

当
日
は
六
十
歳
以
上
の
人
は
ム
演
芸
会
午
後
一
時
三
ヘ

J

入

館

料

無

料

で

す

。

十

分

l
三

時

三

十

分

、

・1fz't-f'
・re--J
、，
1
2
t，fe-r、-f'
・r'df
、，
F
1
i、‘
J-t'ER--二
J'ecJ
、，‘
1
i、、
f
，占，
t-f'E

申
請
期
間
中
、
色
出
張
所
に
次

の
日
程
で
福
祉
事
務
所
か
ら
出
向

き
ま
す
の
で
出
張
所
で
申
請
し
て

下
容
い
。

出
張
所
地
区
日
程

三
浦
出
張
所

五
月
六
日

鈴
田
出
張
所
五
月
七
日

萱
瀬
出
張
所
五
月
十
日

松
原
出
張
所
五
月
十
二
日

竹
松
出
張
所

五
月
十
三
日

t
十
四
日

西
大
村
出
張
所

五
月
十
七
日

t
十
八
日

時
間
は
い
す
れ
も
午
前
九
時

{

午
後
四
時

※
詳
し
く
は
福
祉
事
務
所
へ
お
尋

ね
下
さ
い
。

『
二、

-1
3
7
3
旬、
3
2
gk
J
'
F
J
J
J
h
i
e-〈
f
r
p-f
〉
二三
九一
'Z

〈一
f
-J'
J-
〉
一九

ぃ

大

村

純

毅

伝

を

ゾ

〈

頒

布

し

ま

す

γ

~

前
市
長
大
村
純
毅
氏
の
伝

記

思

い

出

三

部
関
係
資
料、

V

い

が
、
氏
の
三
回
忌
を
期
し
て
完

四

部

年
譜

f

川

成
し
ま
し

た

。

体

裁

へ

一

本

書
は
文
学
者
一
福
田
清
人
氏

A
五
判
六
百
十
頁
、
上
製
、

v

d

歴
史
学
者
松
田
毅

一氏、

藤
野

ク
ロ
ー
ス
箱
入
り

'

A

保
氏
、
大
村
氏
未
亡
人
な
ど
百
頒
布
価
三
千
円

八

い

三
十
四
人
の
筆
に
な
る
も
の

で

郵

送
の
場
合
は
荷
造
郵
送
料

f

u

大
村
氏
の
全
生
涯
に
亘
る
業
蹟

三
百
円

へ

ん

や
赤
裸
々

の
人
と
な
り
が
浮
き

申

込

~

~

彫
り
に
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に

社

会

教
育
課
気
付、

大
村
純

J

~

明
治
、
大
正
、
昭
和
の
三
代
に

毅
伝
編
纂
委
員
会
事
務
局

ハ

川
お
け
る
大
村
と
蕃
主
の
末
喬
大

(
E
③
|
四
一
一
一
)
取
倣
、

一

村
家
の
歴
史
を
綴
る
壮

大

な

ド

者

松
尾
正
巴

ル

の
ラ
マ
で
も
あ

り

ま

す

。

備

考

へ

次
の
と
お
り
頒
布
し
ま
す。

で
き
る
だ
け
現
金
を
添
え
て

γ

い

内

容

お

申

込

み
下
さ
い
。

市

小

一

部
小
伝
、
二
部
そ

の

人

と

へ

γ
・一，
r
J
J
'
eご
ら
-一二
-
t
f
J
J
〉
-62151
〈
J
t
J
J
〉
-
1
1
2
1
f
f
J
e
-
-
2
〉
ぜ

重
度
身
体
障
害
者
に

[ま

カ1

き

を

発

f寸

身
体
障
害
者
福
祉
強
調
運
動
に

ち
な
み
郵
便
は
が
き
を
発
行
す
る

と
と
も
に
、
特
に
逓
信
記
念
日
に

際
し
、
郵
便
の
利
用
を
通
じ
て
そ

の
発
行
の
趣
旨
の
徹
底
を
図
る
も

の
で
す
。

対
象
者
は
、
身
体
障
害
者
手
帳

一
級

.
二
級
の
所
持
者
で
、

昭
和

五
十
一
年
四
月
一
日
現
在
で
満
六

歳
以
上
の
人
に
、
無
料
で
一
人
三

十
枚
を
発
行
し
ま
す
。

四
月
二
十
日
か
ら
各
郵
便
局
窓

口
で
発
行
し
ま
す
。
(
必
ず
障
害

者
手
帳
を
持
参
し
て
下
さ
い
)
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:国i
:民i
:年:
:金i

引
年
度
納
入
書
の
保
険
料
額

A 

保

険

料

の

改

正

4
月

分

か

り

国
民
年
金
保
険
料
が
昭
和
五
十

一
年
四
月
分
か
ら
次
の
と
お
り
改

V
保
険
料

正
さ
れ
ま
し
た
。

か

り

口百

険

の

種

類

料

保

一
、
四

0
0円

手

数

料

が

変

り

ま

す

付

加

保

険

料

加

入
被
保

険
者

て
八
0
0
円

観
光
協
会
で
は
、
つ
つ
じ
祭
り

〔
カ
ラ

l
プ
リ
ン
ト
の
部
〕

h

三

の
一
環
行
事
と
し
て
恒
例
の
大
撮
二

E
版
以
上
回
ツ
切
版
ま
で

-

一

変

季

節

影

会

を

次

の

と
お
り
開
催
し
ま
す

三

話

せ
ん
、
特
せ
ん
そ
の
他
一

り

ヤ

オ

多

数

ご

参

加
下

さ

い

。

多

数

準

備

室

、

メ

ア

一

九凡

な
お
、
当
日
の
作
品
以
外
に
春
作
品
発
送
先
市
商
工
観
光
課

箆

芯

旦

尽

す
P

J
L
d

J

，

い

'

の

大

村

公

園
の
風
物
や
ス
ナ
ッ
プ

日
切

五
月
二
十
日

(
木
)

d

d

，d
 

i

f
k

作
品
も
応

募

対

象

と

し

ま

す

。

当

日

消
印
有
効

っ
日
一
取
一
日

a時
四

且

二
十
五
日
へ
日
)

午

な

お

、

入
賞
作
品
の
版
権
は
、

4
」
J

戸
内
J
》

つ

円ザ
ム
前
十
時
三
十
分
(
小
雨
決
行
)
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。

…一
γ

;

月

代一日
ベロ場
一
民
観
光

協

会

前

選

外

作

品

は

、
返
信
料
貼
付
の
…

'

ポ

大

4

想
定
〔
カ
ラ
i
ス
ラ
イ
ド
の
き
封
筒
提
出
者
の
み
返
送
し
ま
す
。

三
十
五
ミ
リ
版
以
上
回
×
五
版

※
詳
し
く
は
市
商
工
観
光
課
へ。

ま

で

円

乙
の
た
び
国
の
戸
籍
手
数
料
令

が
改
正
さ
れ
、
戸
籍
ま
た
は
除
籍

の
騰
本
、
抄
本
な
ど
手
数
料
が
五

月

日

か
ら
下

記
の
と

お
り
改

正
さ
れ

ま
す
。

一水道だより

L一発克のしかた

水もれのプコ

@
全
部
の
じ
ゃ
口
を
し
め
て
、
水

道
メ
?
タ
!
の
赤
い
針
(
一

2

単
位
の
と
乙
ろ
)
の
動
き
を
調

べ
ま
し
ょ
う

@
水
道
を
使
っ
て
い
な
い
の
に
、

じ
ゃ
口
や
壁
に
耳
を
あ
て
る
と

シ
ュ
ー
と
水
の
流
れ
る
よ
う
な

音
が
し
て
な
い
か
?

。
台
所
や
風
呂
場
の
は
め
板
や
壁

が
い
つ
も
ぬ
れ
て
な
い
か
?

G 
F斗b

書姻覧覧覧

一
一
期
分

一

二
期
分
一
三
期
分

一
四
期
分

保
険
料
の
種
類
下
l

i

l

-

-

十

l
il
i
-
-1
11
7i
l
--

一
四

五
、
一

七
、
八
、
一
十
、
十
一

一
一
、
二、

一
六
月
分

一
九
月
分

一
十
二
月
分

一
三
月
分

定
額
保
険
料
B

一
四
二
一

0
0
一
四
二一

0
0一
四
二一

0
0一
四
二一

0
0

加
入
被
保
険
者
一

円

一

円

一

円

一

円

期
協
桝
者
一
五
、
四

O
町
一
五
四

O
恥
一
五
、
四

O
町
一
五

四
O
的

戸
籍
謄
本
@
抄
本
な
ど

声JιZ 汗除 証戸 除 戸

理
明籍 明籍 籍 籍

区の の の の
証 記 記 謄 縫

明
載 載 @ . 
事 事 秒、 抄 分

書 項 項 本 本

一
証事項明 事項2明正

一

一 一 一一 一 料

0O 円通 0O 円件 O 0円件 0O 円通 0O 円通 額

届 除 戸

塁聖証理の上紙質佳用白 | 区
書 籍 籍

類 簿 簿

の の の
回宵 回開 回目

分

手

数

料

額
八、
O通
O 
円

戸

籍

O
O円

戸

籍

0
0円

書

類

一
件。
。
円
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昭
和
引
年
度

日

人

決

ま

る

大
村
地
区

与
崎
喜
市

神
近
正
記

西
大
村
地
区

村
木
一
雄

児

玉

幸

竹
松
地
区

森

文

人

血
①
l
七
二

O
六

血
②

l
五
五
七
四

E
@
l三
二
三

O

環
境
衛
生
監
視
員

昭
和
五
十
一
年
度
の
環
境
衛
生

監
視
員
が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま

し
た
。

監
視
員
の
任
務

監
視
員
は
明
る
い
街
づ
く
り
の

た
め
に
、
河
川
・

海
岸
・

空
き
地

な
ど
へ
の
不
法
投
棄
を
す
る
人
の

監
視
や
取
り
締
り
を
す
る
こ
と
で

す
。市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願

皿
②
|
四
四
九

血
③
l
三
四
三

い
し
ま
す
。

ま
た
、
不
法
投
棄
を
み
か
け
ら

れ
た
人
は
、
そ
の
地
区
の
監
視
員

へ
通
報
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す。三
浦
地
区

浅
井
健
二

鈴
田
地
区

渡
辺
好
美

血
②
i
四
O
九
O

長期・低利

雇用促進融資制度の

ご を

環
境
衛
生
監
視
員

利用

凪
①

i
三
二
六

O

~" "，'"、 ."・" 、" ... ...... '".. 、回‘川、'、 ." '， r"‘"、<1" " 。 、... ..."... 、"1"，，.，由"“'、，ニ

制二J九汁
鎌八今藤総選轍 i

制組制緩 機ペー響額綴綴騒騒議議
t務 私議畿畿額欄織機撃¥
機欝議官人プ重量饗綴線発審議灘欝襲撃意義翠盟 議i
〈榊 緩ヂヂ 一察機機機開 (

}璽議議議綴議〈 議ン 〉
I 訟 ~騒審饗藤議護憲 議八

) '-~ 畿畿十=

1 ま(ば l乙弘 ? 
;中じ 写 ら役子四
央た真 し立さ月
}公<>'--'いてん七 由 J
民をグてか日 叶』
3館ど ラ下らに 午、
で 寄)さ「 久 dエ
(ミ 贈ヤ い公 原 ノ¥ベ

い ド」民 郷 n 

r マ たピと館の 乞ミイ
マ だア、活友

}コ きノす動 永 z民
7 

うし れに動士 i 、 r..-o " 
iミどま よし百ラ 下民呂 ! 

っ す うて D~ ス

j も、てい面一、 三 lこ P 
あ ーまな少 7 .:= 

〉 り 層 すど年 ) 
対 爪対爪会 J 、主岳山、.)"言を 1 
う 躍乙 Jレ司寄 J 

( や が の 6e C: 
ざ期 ピフ。 大 貝田 元

J い 待アが村 J 

3 まさノ活 混 う

市政だより(5) 

長
岡
秋
人

萱
瀬
地
区

禿

鶴

雄

福
重
地
区

一
楽
吉
作

松
原
地
区

宮
原
梅
ニ

E
@
l八
九
三
九

(本
山
取
次
)

血
①
l
五
六

O
九

E
@ー

O
八
二
九

血
①
l
八
二
O

一

乙
れ
は
公
共
職
業
安
定
所
を
通

じ
て
従
業
員
を
雇
い
入
れ
る
人
に

従
業
員
の
た
め
の
施
設
な
ど
を
設

置
、
ま
た
は
整
備
す
る
た
め
の
資

金
を
長
期
、
低
利
で
融
資
す
る
公

的
融
資
制
度
で
す
。

融
資
す
る
資
金

H
社
宅
、
寄
宿
舎

同
福
祉
施
設
(
保
健
、

給
食
、
そ

の
他
の
施
設
、
設
備
)

同
職
業
訓
練
施
設
(
教
室
、
実
習

場
な
ど
)

側
通
年
雇
用
設
備

国
そ
の
他

融
資
す
る
金
額

付
社
宅

一
戸
当
り

(
耐
火
六
十
五

d
)
約
四
百
九
十
七
万
円
ま
で

句
寮
ご
戸
当
り
(
耐
火
二
十

23

約
百
四
十
八
万
円
ま
で
乙
の

ほ
か
土
地
代
も
融
資
し
ま
す

同
福
祉
施
設
事
業
主

三
千
五

百
万
円
ま
で

事
業
主
団
体

金
利

六
千
万
円
ま
で¥
 

診
察
日
程
が
一
部
変
り
ま
す

大

保

所

健

村

大
村
保
健
所
で
行
っ
て
い
ま
す

診
察
日
程
の

一
部
を
五
月
一
日
か

ら
別
表
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
の

で、

診
察
を
受
け
ら
れ
る
人
は
、

ど
承
知
お
き
下
さ
い
。

な
お
、

従
来
保
健
所
で
行
い
ま

す
各
種
検
査
の
手
数
料
が
昭
和
五

十
一
年
度
か
ら
、
全
面
改
正
さ
れ

ま
す
。詳
し
く
は
、
大
村
保
健
所
に
お

た
ず
ね
下
さ
い
。

一 吋守曜日[9'30-11'00

2[ ;jlJlEOiiHIl吋可曜日[13'00-14

乳児健康相談 |

①生3後カ月1カ月~ 第火1曜日

3 ②6Hカ月4カ月~ 第2// 
①// 7カ月 第3/1 
以上

①フェニ-)レケト 第1火・曜2日
ン尿症検査

9: 30--15: 00 
4一般水質検査 火曜日

(但時間し、を昼除食く)

間時1受付相談日i目項
健
康
に
関
す
る
相
談
は

市
役
所
健
康
相
談
室
へ律1

生

課

/
中
小
企
業

大

企

業

年
七
、
五
%

年
八
Mm

返
済
期
間
三
十
年
以
内

※
詳
し
く
は
公
共
職
業
安
定
所
へ
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)おしらせ ! 募

令1;;:
Z帯電

園
市
職
員
を
募
集

職
種
寮
母
(
養
護
老
人
ホ

l
ム

清
和
園
勤
務
)

受
験
資
格

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人
で
昭

和
十
六
年
四
月
二
日
以
降
に
生

れ
た
女
子

第
一
次
試
験
五
月
二
日

申
込
期
間
四
月
三
十
日
ま
で

募
集
人
員
若
干
名

※
詳
し
く
は
入
事
課
へ
。

園

市
奨
学
生
を
募
集

資
格
付
大
村
市
民
ま
た
は
そ
の
子
女
で

高
校
に
在
学
中
の
人
。

同
品
行
方
正
、
学
業
成
績
優
秀
且

つ
身
体
強
健
な
人

国
経
済
的
理
由
で
学
資
の
支
弁
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
人

貸
与
月
額
二
千
円

募
集
期
間
五
月
十
日
ま
で

手
続
パ
門
出
願
書
類
は
市
教
育
委
員
会
に

あ
り
ま
す

同
出
願
書
類
は
各
高
等
学
校
長
を

同診療科目 (医院名 ;所在地J盟 l
i 21内科・皮膚科 !寺井医院 |玖島町田-3叫
|内 科 |長崎医 院|寿古郷iiE861町

;9l小児科l田;[1小-12州
内科・外科 |原医院|宮小問ト8427

j皮膚・性病科 |佐伯医院 |武部12-4330

16! rh +，1 +i1 --'l. rh +，¥ i，rt-=J.FlI i内 科 i松永内科 |乾馬場[2-2943

!外 科 |松尾外科 !東本町12-3331
231 rh'l'，1 _ .I，IR+，I I ;，;" e: =-"O  !'-LrnUITI i内科・小児科 |朝長医院 i辻田町12-3266

i内・産婦人科 (中村医院 !春日町12-2733
301 
:外科-E門科 (山道医 院 !並松13-2305

診療時間

5月の日曜当番医

経
由
し
て
提
出
す
る
乙
と
。

※
詳
し
く
は
市
教
育
委
員
会
庶
務

課
へ

。

置
市
体
育
協
会
職
員
を

募

集

職
種
市
体
育
協
会
事
務
及
び
ス

ポ
l
ッ
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

指
導

受
験
資
格

短
大
卒
業
以
上
の
学

歴
で
体
育
専
攻
の
女
子
。

市
内
居
住
者
で
昭
和
二
十
六
年

四
月
二
日
以
降
に
生
れ
た
人
。

第
一
次
試
験
五
月
十
一

日

申
込
締
切
五
月
六
日

応
募
方
法
自
筆
履
歴
書
に
写
真

を
添
付
の
こ
と

願
書
提
出
先
市
体
育
課

注
射
と
検
診

午前9時~午後6時

園
新
し
く
ス
タ
ー
ト

2
歳
児
健
診

今
年
度
か
ら
二
歳
児
を
対
象
に

毎
月
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

異
常
を
早
く
発
見
し
、
健
や
か

な
心
と
体
の
発
育
を
助
け
る
た
め

に
行
い
ま
す
。

対

象

昭

和

四
十
八
年
三
月
生
れ

日
時

四
月
二
十
二
・
二
十
八
日

午
後
一
時
三
十
分

l
二
時
(
受

付
)

一ご寄付ありがとうございました-

ー
の
益
金
十
万
円
を

市
立
図
書
館
へ

ム
中
諏
訪
町
の
岩
本
照

さ
ん
は
「
国
民
の
文

学
」
全
二
十
六
巻
を

社
会
福
祉
事
業
費
へ
金

一
封
ム
祝
崎
郷
の
波
戸
久
夫

大
」
ん
は
亡
父
秀
市
さ

ん
の
忌
明
に

ム
宮
小
路
一
丁
目
の
中

山
テ
ル

さ
ん
は
亡
夫

場
所
市
役
所
第
二
会
議
室

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
持
参
し

て
下
さ
い
。

な
お
該
当
者
に
は
通
知
し
ま
す

圏
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す
グ

健
康
相
談
室
を

ス
タ
ー
ト
し
て

二
年
目
を
迎
え
、
利
用
者
も
少
し

ず
つ
ふ
え
て
き
て
い
ま
す
。

妊
娠
時
期
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

皆
さ
ん
の
健
康
に
関
す
る
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ど

栄
次
郎
さ
ん
の
忌
明
に

長

)

で

は

進

級
進
学
祝
金
と
し
…

危
日
泊
郷
の
梶
原
直
木
さ
ん
は
亡

て

f

一

母
ハ
ル
エ
さ
ん
の
忌
明
に

ム

水

主
町
の
井
上
正
勝
さ
ん
は
拾

一

ム
久
原
郷
の
戸
島
栄
蔵
さ
ん
は
亡
得
金
の
還
付
金
を
見
舞
金
と
し
一

母

ナ

ツ

さ

ん

の

忌

明

に

て

-

ム
植
松
の
井
上
美
砂
子
さ
ん
は
亡
空
通
安
全
対
策
事
業
へ

一

一

父
年
蔵
さ
ん
の
忌
明
に
ム
岩
松
郷
の
川
本
勝
海
さ
ん
は
亡
一

ム
大
佐
古
の
村
上
信
行
さ
ん
は
亡
長
男
敏
弘
さ
ん
の
忌
明
に
当
り
…

母

キ

ク

エ

さ

ん

の

忌

明

に

金

一

封

を

ど

預

託

一

ム
武
部
郷
の
猪
股
昭
彦
さ
ん
は
亡
老
人
ク
ラ
ブ
あ
お
ば
会
に
ご
預
託
一

母
ア
ヤ
子
さ
ん
の
忌
明
に
ム
黒
木
郷
の
富
永
喰
さ
ん
は
亡
父
一

ム
市
内
匿
名
氏
か
ら
金
一

封

友

一
さ
ん
の
忌
明
に
あ
た
り
金
一

大

村

子

供

の

家

へ

こ

預

託

一

封

を

-

ム
玖
島
郷
の
藤
井
ミ
チ
子
さ
ん
は
家
庭
奉
仕
員
派
遣
世
帯
へ

.

一

拾
得
金
の
還
付
金
を
入
園
児
の
ム
植
松
町
の
井
上
美
砂
子
さ
ん
は
一

慰

問

費

と

し

て

仁

父

年

蔵

さ

ん

の

忌

明

に

ラ

イ

一

交

通

遺

児

へ

金

一

封

ス

か

ゆ

二

十

個
、
紙
お
む
つ
七
…

ム
市
連
合
婦
人
会
(
小
松
初
子
会

個
、
ス
キ
ン
ナ
ッ
プ
三
個
を
一

う
ぞ
。

※
五
月
、
六
月
の
妊
婦
教
室
は、

中
地
区
公
民
館
で
行
い
ま
す
。

社
会
教
育
振
興
と
し
て

一

ム

大

村

民
踊
協
会

(
本

一

竹

良

子

会

長

)

で

は

一

第

十

三

回

民
舞
大
会

一

チ

ャ

リ

テ

ィ

l
シ
ヨ

日
一
律
一
比
一
噛
一
休
一
也
一味
一佳
一
仁

一同
一
日
一日
一
日
一回
一間
一
何
一
概

一日
一盟
四
四
回
一
川
両
一

;

月

ス

ポ

ー

ツ

国
さ
く
ら
祭
車
球
大
会

日
時

四
月
二
十
五
日
(
日
)

午
前
九
時

l
午
後
五
時

場
所
市
民
体
育
館

参
加
料
一
般
・
高
校
二
百
円

中
学
百
五
十
円

試
合
一
般
・

中
学

・
シ
ニ
ア
・

ベ
テ
ラ
ン
各
男
女
シ
ン
グ
ル
ス

申
込
先

大
村
ス
ポ
ー
ツ
社

旭
堂
ス
ポ
ー
ツ
居

新
和
金
融
内
大
村
卓
協
事
務
局
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催

し

も

の

圃
刊
周
年
記
念
発
表
会

大
村
マ
マ
コ
ー
ラ
ス

グ
カ
ト
レ
ア
ゲ
ル
l
ブ
H

おおむら-市政たとま明二(的)

中
国
喜
直
童
謡
集

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
合
唱
曲
集

幼
な
い
日
の
う
た

出
虫
日
日

中
田
喜
直
女
性
合
唱
曲
集

入
場
券
一
般
二
百
円

学

生

百

円

発
売
所
森
竹
電
気
、
ア
オ
パ
ラ

ジ
オ

※
問
合
せ
は
、
加
島

(
@
l
二
八

O
九
)
ま
た
は
市
社
会
教
育
課
へ

曲
目

i葺

習

ぷ』
Z玄

国
手
芸
教
室

手
あ
み
、
小
も
の
手
芸
、
刺
し

市
う
の
基
礎
を
初
心
者
を
対
象
に

手
芸
教
室
を
聞
き
ま
す
。

百
時
五
月
十
三
日

t
七
月
十
五

い

電

話

わ
り
か
ら
も
あ
わ
て
者
と
思
わ

れ
て
損
で
す
。

'
手
元
に
は
、
必
ず
番
号
書
抜

張
を
一置
き
、
そ
れ
を
見
な
が
ら

ダ
イ
ヤ
ル
す
る
習
慣
を
つ
け
ま

t

レ
ょ
・
っ
。

電
報
電
話
局

日
毎
週
木
曜
日
、
午
後
一
時

三
十
分

t
三
時
三
十
分

場
所
中
央
公
民
館

対

象

婦

人

定
員
三
十
人

受
講
料
無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

講
師
手
芸
教
室
講
師

鎌
田
昌
子
先
生

申
込
四
月
三
十
日
ま
で
に
電
話

か
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
記
入

し
て
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す

申
込
先
久
原
郷
一
の
一
中
央

公
民
館
凪
②
1
四
三
二
一

国
日
本
料
理
教
室

日
時
五
月
十
九
日

t
七
月
二
十

一
日
毎
水
曜
日
午
後
一
時

三
十
分

t
四

時

十

回

場
所
中
央
公
民
館

対

象

婦

人

定
員
四
十
人

受
講
料
無
料
(
材
料
代
は
実
費
)

講

師

山

内

正

先

生

申
込
手
芸
議
室
と
同
じ
要
領

申
込
先
中
央
公
民
館
「
日
本
一
料

理
教
室
」
係
あ
て
。

そ

他

の

圃
労
働
保
険
の
年
度
更

新
申
告
書
の
提
出
相
談

会婦人教養講座の受講生を募集禽

中央公民館

E 申 申受開対
@中久込第定い申号職氏スはで四込は無講午五講象
|央原先締員。込を業名名がに月 実料料前月式
四公郷 切に 一ん記、、、き、三 費( 十七 婦
三民ー りな で入電年住 iζ 電十 )教 時日 人
二館の まり 下し話齢所コ話日 材 か f 
ーーす次さて番.、 lかま 費ら

ト ース別 |教室名 |講判定員 |一、同備三I
i i i栄養士 ~nÀ 毎週月曜日吋 ! i 家庭料理コース 30A i =_-~~ __~~ I 

口貞子 i 10:00-12:00 I 
l 卜一一一一 : ! 希望する i
円(選択手づくり !料理学院講岡 ')1¥ k 毎週火曜日10回 1-，ー叫 j
i趣味コース |おやつコースi柳原淳八 i 10:00-12: 00 i .L - _.  ~ I 
γi 一一一一一一L一一一一一-!受付ける ! 

リボン ラ i l j 1 

リボン i講師 Ofl 1 毎週土曜日10回
-ヮーコースロJiI和義 30人 iM~四:00

教養講座 (大学教授 (上記90人 i毎月 1回州全員受講 l
-庭 ~~tl~~ 舗で受ケ十;必修〉 管理、生活設計|学識経験者 !講する 時は変更する ! 

教養ヨース市民生活など I
視野を広げる学

昭
和
五
十
一
年
度
労
働
保
険
の

年
度
更
新
申
告
書
の
提
出
相
談
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

期
間一
般
事
業
所
四
月
十
五
日

l

四
月
二
十
八
日

労
働
保
険
事
務
組
合
四
月
三

十
日

t
五
月
十
一
日

※
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
時
点
で

満
六
十
歳
以
上
の
人
(
短
期
特
例

被
保
険
者
及
び
日
雇
労
働
被
保
険

者
を
除
く
)
の
雇
用
保
険
料
は
免

除
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
公
共
職
業
安
定
所

へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

特
別
弔
慰
金
の
請
求
手
続
を
し

て
い
な
い
人
は
早
急
に
手
続
き
を

し
て
下
さ
い
。

詳
し
く
は
市
社
会
課
に
お
問
い

合
せ
下
さ
い
。

-
特
別
弔
慰
金
の
請
求

は
お
済
み
で
す
か
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1 

2 

6 

7 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

‘南
町← F
も，、

=市民文化教養教室，C全期〉ぜ

“ 
、 日 受講者;を募集j二 :

教

‘ 
め. 
、

室 名

妊婦のための教室

三歳児を育てる教室

幼稚園児の両親教室

おかあさんのTV教室

高校生の両 親 教室

高校生文化教室

青 年のための教 室

くらしの設計 教 室

文化 歴 史教室

健康づくり教 室

高齢者のための教室

南 画 教 室

陶 せ2土丈・ 教 室

趣味の庭づくり 教室

児童工芸 教室

児童 間 芸 教室

第 271<曜料 理教 室

着 付 教 室

申 込方法

中地区公民館教f室へどうぞグ

、

内 廿'*' 象 |実施日 i定員 |講 師

安産と上手な 育 児 P 初産の主婦
毎水曜日

'.25入
大学教授

13:30--15:30 医 師

三親歳児の両 第1.3C火}
、

正しいしつけ方の乙つ
10:00--12:00 

30人 大学教授

創造性のある子供に育てるには 幼児の両親
第2.4C月)

30人 大幼H稚学 教主園 授長任
10:00--12:00 

子供も参加する家庭づくり 小親学生の母 第1.3C木〉 30人 大小 H学学 教校教 長授諭m 
10:00--12:00 

進路と助1言のしかた 両中親・高校生
第2.4C金)

20人 品 HH等 学教教校長頭諭
19:30--21:30 

演劇、陶芸、俳句にかける 中・高校生
第1.3C土)

15人x3 専門指導 員
14:00--16:00 

充 実 した 青 春をつくる 青年男女
第1.3C金〕

20人
大学教授

19:30--21:30 専門指導員

くらしの経済、健康、知識 般
第2.4C木)

30入
大学教授

ー 10:00"":'12:00 市川信愛先生

心の豊かな生活を求めて
第2.4C水〉 30人

深潟 久先生
H 

10:00......12:00 佐竹茂先生

第1.3C水)
市立病院医師病気、予防と健 康 づくり " 30人

13:30--15:30 

麗しい老境をさぐる 高齢者
第24C金〉 40人 大学教授員
13:30-15: 30 専門指導

潤 いのある人生創造 一 般
第1.3C土)

30人
日本南画会員委員

14:00--16:00 一瀬春郷先生

創造 のよろ乙びを 求 めて
第1.3C土)

50人
大学教授

" 14・00-16:00 喜多正雄先生

豊 かな家庭 環ー境 づくり " 
第2.4C土)

40人 専門指導員
14:00~J16:00 

工専芸門指導員生活力を育てる 小学生
第1.3C土) 20人
14:00-16:00 

創造と美の心を育てる
第2.4C土) 大学教授

ノ〆

14:00--16:00 
30人

喜多正雄先生

楽しい食卓づくり 婦 人
第2水曜日

30人 専門指導員
9:30-12:00 

衣生活文化をつくる H 
第1.3C月)
10:00-12:00 

30人 専門指導員

申 込 電話かはがきでお願いします。

定 員 それぞれ教室には定員がありますので、定員になりしだい締切りますd

受付期間 4月 15日から

受付場所 中地区公民館(乾馬場郷246--5) TEL ③ー1376
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